「記紀」における「死」と「他界」の構造 by 松田 良一















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































留 さ 不 掬す謀
守 れ 美 力t反
中 る 人 で


































天 ず 殺　　　 誄





















吉5 兄 吾 武
備 呉 こ 田 埴
津U だ 媛 安
彦 こ ま は 彦
｀ し 大 は
武 詣 す 坂 輪 ゎ
淳 鸞ち でHi;
河 訓 こ 殺 川 お
別a さ 害
一
に　 れ　 ゜ 挑y
誄 る　 河 余













































影 能1 蜘 ■eろ













め 位 皇　 皇












兄 証 に た 甘t不
の 明 身 武 美し服
武 し 代 内 内
叉従
内 よ わ 宿 宿て
宿 う り 禰 禰゛禰 と に の の
を す な 容 浚
陥 る っ 貌 言
れ　゜て に に
考　 死 似 殺
つ　　に て さ
と　　　｀ い れ
し　 無 た か
穴　 実 た か
を　め　っ
紳 反 不 不

















帰 不 不 父
順 服 服 を























探 ふ　　　　 身 殺
湯 宍　　　　 代 し
の　　　　 わ て
結　　　　　　 り　 ｀
果　　　　 の 阿 ぁ















焚 殺 誄 殺殺 害 殺 害 誄殺 殺
日 許 誄
































飛 蝦え田゛　 隼 琴玖（　 武゜
騨 夷t 道ぢ　 別 会則;　 蔵ル
國　　　　　 白俘媛め　 人も
の　　　 判　　 強4




昌 た 皇 子゜こ
-ま 根ゎ子含と玉 僕2の 皇
が 主ふ妹 位怨^






に 真 天 た 参 玉た
も 珠 皇 た 上 田
ヌL
ぐ を の め し 宿
字
っ 取 求　｀ た 禰λ
た る め 逆 際 の
だ た る 心 に 反
め め 大 が 衣 乱
゜六 ア ぁ の 計
十 う る 下 画
マ‘ 言 帛 為TI
れ 聯 奏
深 ぁ　 て ・｀-














一 田 蝦 係 雌 で病 と す
体 道 夷 と 鳥 芯気 な ぐ
二 の と な 皇 驚　 る 壊
面 墓 の り 女 含　　 ゜ れ
｀ を 戦　 ｀ を　　　　 て
四 掘 い 皇 め　　　 氾
手 る　 女 ぐ　　 濫
四 と　　 と っ　　　 す
足 大　 姦 て　　　 る
の 蛇　 通 天　　　 茨jシ
姿 が　　　 白　　　 荏i息





従 る 関　　 柱




















誄 大 敗　 殺 旅　 人













の 吉色斎　　　　　趾1御が石℃百八　　市 坂゛票圓ヱ坂ゑ眉1　　ノヤ一 如g宮　　　　　城
族 下との　　　　　部is剔i楯2池日　　押谷蔀公大な黒?輪な　　白7?七 道万皇　　　　 殷 だ　 贈i　　 磐違 誤石沢 王ゑ　 胆
十 臣9女　　　　　武G津1　　姫
詰　　皇活襲と　皇后　　　皇あ
人 前欠　　　　　　彦ヅ 筥一　　 子合宿お　子合　　　子合





い 見 闘 姦 め か う 斎 天　 姦　　ら 安 黒　 安　 た 安
を 立 鶏 通　 る 流 宮 皇　 通　 逆 康 彦　 康　　　 康
亦 て な し　 こ 言 の の　　　　 に 天 皇　 天　　　 天け ど た　　と に 皇 怒　　　　 雄 皇 子　 皇　　　 皇
ら 殺 の と　 を 武 女 り　　　　 略 の が　 殺　　 殺四 竹　 お お　　　　 ］軋 い　 否　　　 真
昌 几　 パ 証　　　　 八 荒　 苛　　　 温
て で し　　・ 自 姦　　　　　 み て た　　　　　 に
｀天
と　　根ふ分 通　　　　　　を い　　　　　　　 黙
反 皇　　 菖こに し　　　　
か た　　　　　 秘
逆 を　　　 喩・ふ た　　　　　　ス こ　　　　　　　 を












誄 白　　　　 不 天　 焚　　　 謀 屍　 圓ス　　 天
殺 殺　　　　 意 皇　 殺　　　 略 を　　 畠　　 皇
打 が　　　　　 の 抱　
大が　　 み
ち 自　　　　　 狩 い　　
臣が　　 ず
に ら　　　　　　　り　て　　邸　　　　か
殺 刀 に 殉 に ら
さ を　　　　　 出 死　 火　　　 斬































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































室 ス 父 須 す
に サ ス 勢 せ
お ノ サ 理 り
い ヲ ノ 毘 ひ゛
て が ヲ 責 め


































－ 一 一 一 一
5　4　3　2　1一 一 一 一 一
御 八 八 稲 稲
祖 十 十 羽 羽
に 神 神 の の
よ の の 素 八
る 迫 申 兎 上
救 害 込 を 比
済
＿ み 助 責
゜一 に け を
そ つ　｀ る 婚ぶ
し は 八　゜は
て 焼 上　 む
根 い 比　 と
ノ だ 責　 す堅 大 。　 る
洲 石 吾　 八や
国 に は　　十ぇ
を よ 汝y　 神
訪 る 等L　 の











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































賜 ら ナ 堅ド 贈

















て 以*t の 。
逐
むを む 促
曹抜 る め 科i3＼-サ
雖 言 行 言
二 裕 行 膳 ∇万
球 特 識 ご
o く て を　 根
す｀其 以　　国已・其 の て　　へ
に の 罪 し　 就Jg1
し 手 を て　　り
て 足Ill; ｀　　な
竟了の は 遂　　む
に 爪 し に　 と
神ヵヽり そ に の 由 天
夜む｀し 在 天 は 照
良 手゛ て る に　｀ 大
比と足 ¬ べ 来 必 神
夜や　千ちか る ず は
良6の 位
ミら の 善 。
紗 ぴ 付 票
1－ を 戸賭 ば な 那な
バ ド ヰ シ
さ　し　｀ 　　汝?とと の
れ　　亦rヽ は ス 上
今 め 髪"　 此 サ り




















き て ひ の に ¬
1－　｀ し 地 求圭宮ふ其べ　に ぎ 迩
地ニー 到 だ 作（
に 中 り ま る
宮 瞳 坐a べ
を と し き き
作 の て　゜地
り り 詔 爾 を
て た り に 出


























































の て 。 随1る　、言―I
爪　｀ 素釧ここ 我船五言
を 手 蔓冨｀と を ニ゜11:以 の 鳴μヒ已 根 更
て 爪 尊丿万よ に 国 に
は を に り 詑れこ気ち
荒 学 士陣 没 ヤ 来1
叉心 難 八 八
と 爪　 国 に 略 以
ゴス窃 宸 示]霖 つけ
と 除 り の は 衆t
四 千( ガ マ
足 せ　　の 奉t   ｀
の て 以* £の 。半 言 言 喋
を を 和に、(7)具ゑし
以 用ち幣専　ぁを て




遂 青魏 べ 轡
い 海 胆










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る 前_≒移 太 こ
と 小l ゛子 こ
穴 前訣 に で
穂 宿　　背乙―I
皇 禰 太 き 百t
ニ{バ こ 囃
に 帽
闘 す 恐 穂との
準 る れ 皇・右
備　゜　｀ 子含号
軽 り の の
太 軽 伊 軽 天
子 大 呂公太 皇
の 郎 妹も子 崩二 女 軽 が 御
人 一 大 な の
は
亦 郎 か 後
姦
の 女 な　ヽ





一 つ ¬ は
と ま 其 ず
古
事記
者 け わ 莫し
は た す 汁る二
軽 る と が 十
太 か ¬ 氷 四行 言
郎 ほ り、ゝ　ゝ
到 ュ?l蓋・モ 天で　ヽし の 皇
あ そ 親?原 の
る の 親言因 御tこ 対 相Uを 膳・
と 象 粧ii占 の
じ と 有 れ し む む 軽雲
合 ぉ り ず か こ と　1111二う も と コ し と 思 大(S十
゜は 雖y徒　｀ を　っ 郎念ご
牡 谷 口 白 熊
尚 難 回
と る よ を て し か
子゛
う こ り 押 耐 ¬ ら
は
四 回 対 聯




ゎ か 太 ず 国
ず に 子　｀人




































れ 待 く か ら き
ず つ な し か ≒ 結
太 に り　｀ に そ 局言 爪 判
1丿
■ 
匈 言 筥 太 舌
ラバ= ご 石 ょ 書 伊ぃ
恋 迎 が う 軽 余よ
心｀ 往ゅに 大 の
に





ド ≒ 長 し 清 し




ら の しえ 戦 か
て い し
穴 を　｀穂 避 大

























し く し 太
て　｀ む 子











2 に 死と 云 せ


































































































































































































































































「他 界」 の構造とこお け る「死 」「記 紀」
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軽
太子
軽
大
郎女
ス
サ
ノヲ
ォ
ォ
ク
W←
ヌ
シ
ォ
ト
タチ
バナ
ヤ
マト
タ
ケル
図 反っ 集
た 団
○　ら
倭
共
同
体
心
的
行
動
で
共
同
体
の
設
け
た
国
津
罪
の
近
親
相
姦
を
承
知で
恋
の
成
就を
反
集団
八
倭
共
同
体
心
的
行動
ゆえ
に
根
国
に
追
い
や
ら
れる
集団
八
共
同
体
心
の
成
員
と
な
る
た
め死
の
苦
行
に
耐え
る
集団
八
倭
共
同
体
W
の
た
め
だ
け
で
は
なく
ヤ
マト
タ
ケ
ル
を
思っ
て
海
に
飛
び
込む
集団
ら
倭
共
同
体
心
の
ため
自
己
を
省
み
ず
戦う
行動
行
動
を
支え
た
幻想
否
定的
肯
定的
死
の
受
け
止
め方
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